
　
八
月
二
十
二
日
　
日
曜
日

　
朝
八
時
過
起
床
。
ニ
コ
ラ
イ
が
朝
か
ら
じ
ゃ
れ
つ
い
て
く
る
。
猫
の
暮
し

は
誠
に
シ
ン
プ
ル
で
う
ら
や
ま
し
い
限
り
だ
。
何
の
物
音
も
な
い
朝
で
あ
る
。

こ
こ
し
ば
ら
く
Ｔ
Ｖ
を
観
て
い
な
い
の
で
ア
テ
ネ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
遠
い

出
来
事
で
あ
る
。
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
の
日
本
人
選
手
達
の
も
の
お
じ
し
な
い

態
度
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ど
う
も
ピ
ン
と
来
な
い
。
ス
ポ
ー

ツ
は
結
果
が
出
や
す
い
が
、
生
活
は
簡
単
に
は
そ
れ
が
出
に
く
い
。
ニ
コ
ラ

イ
の
独
人
あ
そ
び
を
ボ
ー
ッ
と
眺
め
な
が
ら
、
無
為
の
時
を
過
ご
す
。
友
美

よ
り
電
話
入
る
。
バ
ー
ク
レ
ー
で
ア
パ
ー
ト
も
決
ま
り
何
と
か
や
っ
て
い
る

と
の
事
。
十
二
時
前
、
研
究
室
。
野
村
が
一
人
森
の
学
校
の
ま
と
め
を
頑
張

っ
て
い
た
。
明
日
の
入
札
の
打
合
わ
せ
。
本
当
に
建
築
設
計
業
は
苦
労
、
心

労
が
多
く
て
、
報
わ
れ
る
事
が
少
な
い
。
し
か
し
、
や
り
抜
く
し
か
な
い
。

イ
ヤ
な
事
も
必
ず
通
り
過
ぎ
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
。
あ
と
十
五
年
、
走
り
続

け
る
事
が
で
き
た
ら
良
い
。
一
人
で
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け
ぬ
よ
う
に
し
な

く
て
は
。
支
援
し
て
く
れ
る
人
も
少
な
く
は
な
い
。
け
れ
ど
、
そ
れ
を
頼
り

に
し
て
は
い
け
な
い
。
要
す
る
に
一
人
だ
。
十
五
時
二
〇
分
京
王
線
明
大
前

附
近
。
新
大
久
保
駅
前
の
ソ
バ
屋
で
遅
い
昼
食
を
取
っ
た
帰
り
。
二
十
一
時

宗
柳
で
軽
井
沢
か
ら
戻
っ
た
家
内
と
遅
い
夕
食
を
と
る
。

　
八
月
二
十
三
日

　
八
時
半
野
村
と
新
宿
待
ち
合
わ
せ
。
小
田
急
線
鶴
間
。
十
時
、
大
和
市
役

所
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
森
の
学
校
の
公
開
入
札
説
明
。
そ
の
後
古
木
理
事
長
等

と
打
ち
合
わ
せ
。
昼
前
修
了
。
野
村
は
こ
こ
一
週
間
程
ズ
ー
ッ
と
研
究
室
泊

り
で
頑
張
っ
た
よ
う
だ
。
昼
過
新
宿
で
ね
ぎ
ら
い
の
昼
食
を
と
る
。
野
村
と

久
し
振
り
に
色
ん
な
話
し
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
十
四
時
半
頃
新
宿
高
島
屋

十
何
階
か
の
ソ
バ
屋
で
の
ご
く
ろ
う
さ
ん
の
会
終
わ
る
。
野
村
に
は
私
が
今

考
え
て
い
て
私
が
も
う
出
来
そ
う
に
な
い
事
を
幾
つ
か
伝
え
た
。
マ
ア
、
こ

れ
が
先
生
と
言
は
れ
る
程
の
バ
カ
は
無
し
、
さ
れ
ど
先
生
の
特
権
だ
ろ
う
。

百
年
の
計
と
は
言
わ
ぬ
が
、
三
十
年
の
計
く
ら
い
は
考
え
て
い
る
の
だ
。
少

し
、
昼
か
ら
ビ
ー
ル
位
で
酔
っ
た
な
。
世
田
谷
村
に
一
度
戻
っ
て
三
時
間
く

ら
い
休
も
う
。
今
年
の
後
半
は
進
行
中
の
現
場
の
山
に
な
る
。
皆
見
な
く
て

は
な
ら
ぬ
か
ら
、
体
に
は
悪
い
ぜ
こ
れ
は
。
十
七
時
前
、
世
田
谷
村
発
新
宿

へ
。
チ
ョ
ッ
と
し
た
用
件
を
片
付
け
る
。
二
〇
時
前
世
田
谷
村
戻
り
。

　
八
月
二
十
四
日

　
十
時
前
世
田
谷
村
発
、
九
月
の
展
覧
会
の
打
ち
合
わ
せ
の
為
、
青
山
の

「
と
き
の
忘
れ
も
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
に
向
か
う
。
ロ
シ
ア
で
も
ら
っ
た
カ
ゼ

が
抜
け
ず
、
体
調
悪
し
。
十
一
時
と
き
の
忘
れ
も
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。
綿
貫
さ

ん
、
塩
野
君
打
合
わ
せ
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
そ
ろ
そ
ろ
き
つ
く
な
っ
て
き
た
。

昼
食
を
近
く
の
ア
ジ
ア
料
理
屋
で
ご
ち
そ
う
に
な
る
。
十
三
時
四
〇
分
ま
で
。

体
調
思
わ
し
く
な
く
世
田
谷
村
に
戻
る
。

　
八
月
二
十
五
日

　
昼
過
よ
り
研
究
室
で
打
合
わ
せ
幾
つ
か
。
夕
方
厚
生
館
現
場
。
二
十
時
頃

世
田
谷
村
に
戻
る
。
夜
半
迄
銅
版
画
に
取
り
組
む
。

　
八
月
二
十
六
日

　
十
時
三
〇
分
東
京
丸
の
内
に
て
打
合
わ
せ
。
十
二
時
前
修
了
。
十
四
時
新

木
場
に
て
定
例
打
合
わ
せ
。
十
五
時
半
研
究
室
へ
。
十
七
時
群
馬
の
森
田
兼

-341-

世
田
谷
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日
記

石
山
修
武



次
左
官
大
将
と
伊
豆
松
崎
、
伊
豆
の
長
八
美
術
館
改
修
工
事
に
関
す
る
打
ち

合
わ
せ
。
必
要
が
あ
り
、
松
崎
町
役
場
の
森
秀
巳
さ
ん
と
久
し
振
り
に
電
話

で
話
す
。
友
人
と
い
う
の
は
有
難
い
も
の
だ
。
沈
ん
で
い
る
気
持
ち
が
フ
ッ

ト
浮
い
て
く
る
の
を
実
感
す
る
。
十
八
時
頃
新
大
久
保
駅
前
の
ソ
バ
屋
で
森

田
親
子
と
飲
む
。
森
田
さ
ん
の
人
徳
で
あ
ろ
う
、
随
分
気
持
ち
が
平
安
に
な

る
。

-341-2-


